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天文同好會
廣島支部だより
　T　　O　　生
　9月は種々な都合で例會がお流れになって仕舞つたのは甚だ淺念でありました．
　1．0，月15日一京大YMCAの學術講演會が書夜二回催されました・15時30分より高
等工業の講堂で，由本先生は“太陽の正膿”と言ふ幻燈を朦用してお話になりまし
た・19時30分よりは中央メソジスト敏曾SSホDレで同じく幻燈鷹用で“宇宙の限
界”と題して紳の聖わざの偉大なる事に付v・てお話になDました．爾藍隈仲々の油
壷でありました．支部と致しましても心向へ通知を出しましたので，多くの方々が
出席されて居りました・
　ll月1日一18時より廣文館書店の四階で電信隊へ入螢して居られる黄道光課長の
稻葉氏をお招きして座談會を開きました・常夜は雨がドシや降りでしたが，26名も
幽席されました・白己紹介の後稻着席は天文學の騨史から最近の天女學に付いての
お話をされ班員からの質問に一々てV・ね）・にお答へ下さ）・ました’・其後中村曲調が
総會の有檬最近の花山の情況等のお話があり，大恥の3“糎を貸してやると言はれる
がどうする？と言ふ問題を出され・それに付いて各自思ひ思ひに意見をのべ合ひま
したが一時考慮する事になりました．叉全市の小學校を巡回して観測會を開き天膣
をのぞかなければ小康校を卒業させな）・様に仕様と言ふ設：がありました庭，紳崎小
學校長戸津川氏が「心立の方の事は私がどんなにでもするから是非嘗って呉れ」と
言はれ一同大賛成で近kから始める事と決議されました・雑談の後天髄爲眞等を見
てお別れしました．
　10月IO日一高師の内にある地温同好會の天文デrが催され，中村饒氏が講師とし
て出席され，長谷君と私がお手傳ひ致しました．
　地學同好會と言ふのは，市内外の中等學校の先生方に依るグル［プでありまして
當夜は約50名出席されました・中村民の講演の後14Cm，7cni，の屈折機で月，木星，
其他を23時近くまで観測致しました・
　11月2粗一稻葉氏が退瞥されるので口回會を催す豫定でありましたが都合悪しく
それが出來ず，眞田，中村爾氏と私と4人で，八千代食堂で名物のかき等を食し乍
ら打とけてお話してお別れ致しました・
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　12刀4日　一ij・學校巡回の第1回を紳崎小三校で18時30分か．ら開きました・高等科の
生徒約200名を講堂へ集めて中三二氏が幻燈懸用で天膿の種々の話をされました・
其後襯測するつもりで7cm機3塁を校庭へ持ち出しましたが，うらめしや秋の空・先
程まで夏く晴れて居た空が一面の雲で観測も出來たものではありません．生徒も私
達も淺念なのに涙をのみました・生徒を蹄した後，幽席された20名程の會員が集っ
て磯貝氏の北極星の簿読とカノ・一一プスの面白いお話を承り，雑談後前が晴れたの
で，月，木星，火星，オリオン星雲等を観測して散會致しました・
　　　　　　　　一以上で5年度の報告を終ります一一
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　煽稿料，別刷費用
　通信，運搬費，天界途料其他一切
　雑費，集會費用，封筒，用紙等
　事　務　費
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昭和五年末で，會計を締切りましナこ所，次の様な結果になり
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廣門構　　100・00
雑盆，年鑑印撹其他229・26
　　　　　　　　3，135．81
　支出の方で前年より著しく暦したのは通信費である・「星」を四種扱で獲
途した爲，逸料は殆んど倍加して居る，叉印刷所を内外出版から似玉堂へ
移した爲，昔からの掛借金を返齊せねばならす，臨時に600．00の支出増と
なつナこ．砧打の方は何れも多少血忌であるが，「天界」の印刷費が，かなり
下った爲め多少富裕ある結果が出て，これまでの繰越鉄損を補ひ，叉六年
度の方針も心配なく立てる事が出途る様になつt：．（池田）
事務室よllお願ひ　・「天界」の見本や會三等を宣傳用として精々御使用願ぴ
ます．御一報次第，二途致しますし，叉，回り先を御指定下されば，其の
所あて直島致します。
